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○財務部長の山田です。私からは、2020年３月期の第２四半期決算の
概要をご説明します。

○最初に、単体決算の概要です。

○まず収入面ですが、ビジネス、観光ともにご利用が順調に推移し、運
輸収入が対前年236億円の増となったことなどから、営業収益は前年度
を242億円上回り、過去最大の7,512億円となりました。

○続いて、営業費の主な項目についてご説明します。

○人件費は、退職給付費用が減少したことなどにより、前年同期比で23
億円の減となる880億円でした。

○物件費は、電気料金単価の上昇に伴う動力費の増、ハイブリッド方式
による在来線次期特急車両の試験走行等に係る技術開発費の増、広告
宣伝費の増加などによる業務費の増等があり、対前年73億円の増加とな
りました。

○減価償却費は、ＥＸサービスのシステム更新を行ったことなどに伴い、
対前年22億円の増加となりました。

○これらの結果、増収増益の決算となり、営業利益、経常利益、四半期
純利益のいずれの利益についても、過去を上回る実績となりました。
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○続いて、連結決算の概要です。

○営業収益について、当社の運輸収入が順調に推移したことに加え、
ジェイアール東海髙島屋をはじめとした流通業や日本車輌製造の売上が
増加したことなどにより、連結営業収益についても、前年度を374億円上
回り、過去最大の9,556億円となりました。

○営業費は、当社の物件費が増加したほか、グル―プ会社において売上
増に伴い売上原価が増加したことなどにより、216億円の増加となりました。

○この結果、営業利益は4,068億円、経常利益は3,692億円、親会社株主
に帰属する四半期純利益は2,575億円となり、いずれも過去最大となりまし
た。



○最後に、各セグメントの対前年の増減についてご説明します。

○運輸業は、当社の運輸収入の増などにより、増収増益です。

○流通業は、ジェイアール東海髙島屋の百貨店売上の増や東海キヨスクの
店舗売上の増等により、増収増益です。

○不動産業は、ＪＲ東海不動産の宅地分譲販売収入の増等により、増収増
益となりました。

○最後に、その他セグメントについては、日本車輌製造の鉄道車両事業の
売上増等により増収となった一方で、日本車輌製造の売上増に伴う売上原
価の増に加え、ＪＲ東海ツアーズのシステム更新に伴う費用の増等により、
減益となりました。

○私からの説明は以上です。

4



5



○総合企画本部長の丹羽です。私からは、まず、東海道新幹線の輸送状況
についてご説明します。

○新幹線の上期の断面輸送量は前年比103％となり、ビジネス利用の多い平
日、観光利用の多い土休日ともに、多くのお客様にご利用頂きました。

○月ごとの新幹線の断面輸送量を見ると、まず４月、５月については、今年の
ゴールデンウィークが10連休という長期休暇であったことに加え、天候にも恵
まれ、ゴールデンウィーク期間中のお客様のご利用は新幹線・在来線合計で
前年比118％と好調に推移し、上期の運輸収入の増収に寄与しました。また、
昨年６月、７月、９月に地震や豪雨、台風などの自然災害による輸送障害の
影響を多く受けたこととの比較であることが、今年の輸送量の押上げ要因とな
りました。

○一方で、今年も台風の影響で列車の遅れや運休は発生しており、特に８月
、９月の輸送量の減要因となっていますが、全体的には大きな事故もなく、安
全かつ安定的な列車運行を提供することができました。その結果、上期の運
輸収入の実績は、前年比103.4％の増収となりました。

○これらを受けて、通期の運輸収入の業績予想については、前年比101.7％
の計画に上方修正しました。
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○単体の業績予想修正の考え方について、詳しくご説明します。

○まず、上期の運輸収入の実績が年度初予想を上回った分、約170億円を通
期計画に反映させました。

○一方、下期に入り、極めて大型で特に大雨を伴った台風19号により、10月
12日に新幹線をほぼ全面運休としました。これによる運輸収入への影響を約
30億円と見積もり、下期の運輸収入は対前年並みの計画に修正しました。そ
の結果、通期での運輸収入の計画は、前回予想に140億円を上乗せした１兆
4,210億円とします。

○費用面では年度初計画を据え置いています。
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○今申し上げた考え方を踏まえた、当社単体の通期業績予想の修正につ
いて具体的にご説明します。

○運輸収入、及び営業収益に140億円上乗せする一方で、営業費は据え
置くこととします。その結果、営業利益は前回予想から140億円の増となる
6,590億円、経常利益は前回予想から140億円の増となる5,820億円、当期
純利益は前回予想から90億円の増となる4,080億円に、それぞれ前回予想
から上方修正しています。
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○続いて、連結の通期業績予想の修正についてご説明します。

○当社の営業収益の増に加え、その他セグメントの日本車輌製造の営業収益
の増を見込む一方で、流通セグメントのＪＲ東海商事、不動産セグメントのＪＲ東
海不動産の売上計上時期の期ずれによる減少等を見込む結果、連結全体で
前回予想から110億円増の１兆9,020億円としました。

○営業費については、ＪＲ東海商事やＪＲ東海不動産の売上減に伴う売上原価
の減少等により、連結全体で前回予想から30億円の減を見込みます。

○これらの結果、連結においても、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属
する当期純利益ともに上方修正しています。

○なお、中間配当につきましては、年度初に公表した予想通りとし、１株あたり
75円とさせて頂きます。



○次に、主な施策展開についてご説明します。

○営業面では、ネット予約、及びチケットレス乗車サービスの拡大に引き続き
取り組んでいます。

○スライドのグラフは、エクスプレス予約会員数とスマートＥＸ登録者数を棒グ
ラフで、また、一日あたりの利用件数を折れ線グラフで表したものです。９月末
時点で、両サービスを合わせた１日の利用件数は約21.7万件にのぼり、指定
席に占めるネット予約の割合は約４割に達しており、着実にご利用が増えてい
ます。

○また、スライド下段にありますが、列車に大幅な遅延が発生した際、これま
で予約することができなかった所定発車時刻を過ぎた列車についても、今年
６月から、ＥＸサービスのアプリを利用するエクスプレス予約会員様向けに予
約可能となる新サービスの試行を始めました。今後、ご利用状況を踏まえ、対
象者の拡大やサービス内容の向上を図ります。

○来年春には、「のぞみ12本ダイヤ」の実現により、ご利用の多い時間帯に「
のぞみ」を増発するとともに、「のぞみ」の所要時間の短縮を図ります。お客様
が、ご自身の都合に合わせた列車を、駅の窓口に並ぶことなく、都合が良い
タイミングにネットでご予約いただき、速達化された「のぞみ」にご乗車いただ
くことで、目的地までの移動時間を短縮することができます。今後も、東海道
新幹線をますます便利に使っていただけるよう取り組んでいきます。
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○続いて、中央新幹線計画の契約や工事の進捗についてご説明します。

○スライド上段の地図では、計画路線を青で示しており、契約を締結した区間
を赤、山梨実験線をオレンジで示しています。南アルプストンネルや品川、名
古屋の両ターミナルなど、工期が長期間にわたり難易度が高い工区、または
都市部の本線トンネル掘削の際のシールドマシンの発進地点となる非常口な
どを中心に、工事契約を締結しています。

○その他、最近締結した主な工事契約についてスライド左下に記載がありま
すが、開業時期を踏まえ、必要な準備が整ったところから工事に着手しており
、沿線各地で本格的な工事を推進しています。

○なお、上期時点での中央新幹線の設備投資実績は744億円です。中央新
幹線を含め、当社の設備投資計画では下期に実績を計上するものが多く、年
初計画3,100億円に対して概ね計画通りに進捗しています。
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○工期が長期にわたり難易度の高い工事のうち、南アルプストンネルの状況をご
説明します。

○南アルプストンネルは山梨、静岡、長野の３工区に分かれており、既にすべて
の工区で工事契約を締結し、山梨工区、長野工区においてはトンネルの掘削を
着実に進めています。一方、静岡工区では、建設従業員のための宿舎の整備や
護岸工事などの準備工事を進めている段階であり、これらの工事が終盤を迎えて
いる中で、早期に次の工程、つまり、坑口付近のヤードの整備を行い、土砂ピット
などの必要な設備を整えて、更に次のトンネル掘削工事という段階に進んでいか
なくてはならない、と考えています。

○当社はこれまでに、県知事、国土交通大臣の意見を踏まえ、最終的な環境影
響評価書を提出しており、環境アセスメントの手続きを適切に完了しています。国
土交通大臣からは「工事実施前から河川流量の把握を継続的に行うとともに、専
門家等の助言を踏まえた計画を策定すること」との意見をいただきました。

○その後、国土交通大臣意見を踏まえ、トンネル工学や河川工学などの専門家
に加え、国や県もオブザーバーとして参加した大井川水資源検討委員会を計４回
にわたって開催し、導水路トンネルを設置して工事で発生する湧水を大井川へ流
す環境保全措置を策定しました。

○また、委員会の開催の都度、県環境保全連絡会議や大井川水利調整協議会、
及び沿線市町の首長へ説明しました。

○それ以降も大井川水資源の保全について、利水者・県に繰り返し丁寧に説明し
ています。

○なお、静岡工区の当面の進め方について、国土交通省、静岡県、当社の三者
で合意文書を締結し、南アルプスの自然環境への影響を回避・低減しつつ、中央
新幹線の早期実現に向けて取り組むことを確認しました。
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○最後に、先日プレス発表もしましたが、東海道新幹線の大規模改修工
事の今後の計画について改めてご説明します。

○当社では、東海道新幹線の土木構造物について、2013年度以降、予
防保全の観点から大規模改修工事を実施しており、概ね計画通り進め
ています。このたび、現在施行中の工事計画に加え、2022年度までの計
画を決定しましたので、概要をお知らせします。

○工事の内容としては、引き続き、橋やトンネルなどの土木構造物につ
いて、予防保全の考えに基づき、経年による変状の発生を抑止する対策
を実施します。

○今回の計画により、鋼橋とトンネルについて、経年による変状の発生を
抑止する対策が完了する見込みです。コンクリート橋については、高架
下利用者との協議などにより一部完了しない部分が残りますが、2023年
度以降も順次工事を進めていきます。

○今回計画の工事費は約1,360億円です。このうち2019年度分は30億
円を計画しており、2019年度の大規模改修工事の計画額は、既に発表
している340億円と合わせて、370億円になります。

○今後も計画通りに大規模改修工事を進めることで、長期にわたり東海
道新幹線の土木構造物の健全性を維持していきます。

○私からの説明は以上です。
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